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快適な市民生活を支える上水道広域管理システム 広域に点在する水道施設情報を管理センターで一元管理し,水の安定供給･安全な水
質確保を可能とする｡

ゆとりのある暮らしを支える水道事業では,21世

紀を口前にして,限られた水資源の効率的運用と質

的サービスの向上が,快適な市民生活を支える基盤

として,よりいっそう求められている｡

上水道広域管理システムは,このニーズに対応す

るために,浄水場,送配水施設の運f別青報をデータ

ベースとして管理し,広域に点在する水道施設の一

元的な集中監視制御や,需要予測に基づく水運用･

配水コントロールなど,水の安定供給に欠くことの

できない機能を提供している｡このシステムの導入

により,水の有効活用,漏水の削減および運用コス

トの適正化が可能となる｡さらに,公益事業体とし

ての健全経営にも寄与できる｡

*H仁製作所機電車業部 **日立製作所システム事業部 **串【‾j立製作所大みか1二場 ****H立鮒乍所システム開発研究所
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ll はじめに

21｢鵬亡を臼前にして水道施設の維持管弧ま,快適な巾

比′l三浦を支えるうえで,その広域化とともにますます食

掛安を増している｡このため,`左左給水,適Ⅰ卜なノ付+三,

′左乍な水質の確保,さらには直結給水へク)対応,広域化

する/Jく迫施設の維持管理などの課題を解決したいという

嘆求が,よりいっそう講1占まってきている｡これらのニー

ズに対応して上水道をH滑に遵常するには,水兆ミの多系

統化,浄水場聞･配水池間の水の融通といった広域水道

用がイく可欠となる｡このため,広域に点在する施設情報,

送配水情報の-･允管理機能を持つ集■い監視制御システム

と,【l々の送配水計内などの水運朋計画機能をつかさど

る水運肝支援システムで構成する広域管理システムの開

ヲ邑,および導人が強く求められている｡

ここでは,上水道広域管理システムを構築するうえで

必一変とされるシステムの機能構成と,システムの核とな

る水運州立援ソフトウェアについて述べるとともに,卜

水道広域管押システムの納入事例について紹介する｡

凶 広域管理システムの構成

広域管押システムの構成を図1に示す｡このシステム

は全水道施設の監視制御を行う｢集中監視制御機能+,

ll々の詫言要子測･送配水計画,異常時対応の適用計由シ

ミュレーションなど,送配水計画を支援する｢水越刷･

恍水管稚機能+,給水の水質管理情報を一元管理し,効率

的な水質管押の支援を行う｢水質管理機能+,および送配

水管王朝宙報の共郁･六川を行う｢情報サービス機能+のドリ

つのサブシステムで構成している｡

管理対象である水道施設は,水道事業体の特質である

年次計州的に長期の建設･拡張が行われる｡

このため,広域管理システムのシステム構成や機能構

成にも,段階的な必要機能の導入が容易で,長期的シス

テム拡肘生を侍っているとともに,初期投資を抑えたコ

ストパフォーマンスの良いシステムが切望されている｡

【】カニ製作所はこのニーズにこたえて,水道事業体の規

模,必要機能および管押形態に合致したシステム構築が

選択できるように,監視操作と情報管坪を独立分散させ

た構成を略‾キニした｡また,機能とハードウェアをメニュ
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注二略語説明

WS(Workstation)

POC(プロセスオペレータコン

ソール)

PCS(プロセスコントロールステー

ション)

TM/TC(テレメータ･テレコン

トロール装置)

MGP(ミニグラフィックノ(ネル

付き操作卓)

CTR(コントローラ)

lTV(工業用テレビジョン)

AV(AudioVidio)

M(モデム)

図1広域管理システム構成
集中監視制御システムを中核

に,各種運転支援ワークステー

ションを接続することにより,

システムの信頼性と段階的に高

機能拡張への柔軟性が実現可能

である｡
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ー化,サブシステム化し,ビルディングブロック方式で

システム機能拡張性を実収している｡

広域管二哩システムのシステム構成方言よは,ネットワー

クを介した臼律分散型であり,従来採印されてきた機能

掛-い巧せのシステム構築プバムに比べ,次の一たを政弄して

いる｡

(1)施設の増強や広域化に伴う機能の必要性に応じてシ

ステムが増設できるため,初期投資が小さくできる｡

(2)集中監視制御システムからノJく運用支援機能の導入へ

と,段階的に機能を拡允する場介,機能分散型のため既

存機能の改造作業の影響がシステム全体に及ぶことが少

なく,柔軟な拡張件を持っている｡

田 水運用･配水管理支援ソフトウェア技術

卜水道での一般的な送配水水運J日計巾フローは図2に

示すように,｢需要‾㌢測+,｢配分計所+,｢管綱制御+,｢意

心決左支援+の各機能で構成する｡

口_‾ウニ製作所は,これら各機能に対応した,水逆用･配

水管鞄支援ソフトウェアをすでに開発している｡｢講話雪一戸

測+は,子測モデル構築機能と需要子測機能で構成す

る｡‾㌢捌モデル構築機能はTIPS(1､imedInforlTlation

I)r(:)CeSSiIlg Systenl:時系列パターン認識)技術を応輔

することにより,過去の膨大な実績データから,当｢lの

詫言安パターンを高速で細け.検索できる｡需要予測機能に

は,｢l+予習型モデリング処理であるニューラルネット

と,統計解析の二つの予測演算子法を開ヲ芭している｡ニ

ューラルネットでは,従来の統計解析では拭えないよう

な訂安実績データの少ない送配7jく系統でも,教師データ

の学習機能によって段階的に優れた桁度で子測叶能で

ある｡

｢配分計巾+は,子測した需安立を満足させる各時刻で

の適切な取水量,浄水鼠送配水量を)ドめる機能である｡

従来は,ある時刻だけでの需要を満足させる計画手法で

あったが,多層ネットワークモデルを開発することによ

り,配ノJく池貯水長の時間的変化を一考慮した高速な配分計

州を･･丁能とした｡ポンプ運転計何にはQRS(Quasi,Opti-

11Ttl11T Routillg System:準最適ポンプ運転計内)を開発

し,配水池水位変劫幅とポンプ能力(台数,速度制御など)

を考慮して,起軌･停止矧空を平均化,最少化したポン

プの適-りJな運転計画を実現できる｡さらに,異常時水運

川対策支援機能は,水道施設や送配水系統の巽馴も こ

れらの待機能を利鞘して,シミュレーション処理を行う

ことで,その得けト対策に役立てることができる｡
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図2 水道用支援ソフトウエア構成 各種の新技術アルゴリ

ズムの選択により,おのおのの施設規模･水系運用形態に則した水

運用支援が実現可能である｡

｢管網制御+では,オンラインリアルタイムで,人税模

な管綱解析計算を叶能としたNEFLAN(NetworkFlow

Analysis:ネットワークフロー解析)を開発しており,き

め細Jかな流量n三力制御が可能である｡さらに,｢意思決定

‾支援+には,熟練オペレーターの経験則や勘などの知識

データベースを利何して,適一切な水運川計州他の決定が

できるルールベース推論(エキスパートシステム)や,こ
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図3 愛知県企業庁 広域送水管王里システムの構成 送水

管理親局で,送水管理情報を一元管王里する｡各施設とのネットワー

ク化とワークステーションによる情報サービスを実現し,安定給水

に供している｡

ユーロ,ファジィ応用の知的意思決定支援を開発してい

る｡また,緊急な異常の場合など広域によ(在する複数施

設間のオペレーター柑カニがCRT内面を介して対話し,メ

モ書きやシミュレーション結果などの情報交換を行っ

て,両者同一の情報フィールドで計画値の決定ができる

GDSS(GroupDecisionSupportSystem:対話型意思決

定システム)を開発中である｡

田 システム適用事例

4.1横浜市水道局 調整センターシステム

横浜市は,自己水源と神奈川県内広域水道企業団から

の受水を受け,4浄水場から各配水区の配水池に送水し

ている｡調整センターシステムは,これら4浄水場,配

水池間の浄水計何と送水運用を全市一括の需要予測を基

に水運川計画を立案している｡7lく運用計画は,多層ネッ

トワークモデルを用い,常にその時利から24時間先の逆

用計両値を求め,浄水計剛直,送水計剛直,および配水

池運用計画値を4浄水場に指令し,大規模かつ広域な水

運用を行っている｡

4.2 愛知県企業庁 広域送水管理システム

愛知県の水道用水供給事業は,凧勺56給水団体(計70市

町村)へ水道川水を供給しており,5か所の水道事務所で

送水施設の監視や検針業務を行っている｡現在,27Jく道

事務所と4浄水場,約40か所の供給点などの施設を無線

回線で結び,櫨張東部浄水場内の親局で送水管ま刺青報の

一つ亡管理を行い,各水道施設に設置した情報端末ワーク

ステーションヘ情報サービスしている(図3参照)｡

これにより,広域送水状況の全体把握と給水量検針日

報などの集計業務の効率化が可能となり,給水計画立案

や異常時対応が迅速にできるようになった｡

同 おわりに

上水道を取り巻く環境と技術的動向から,上水道広域

管理システムのシステム概念,要求される機能,システ

ムの新技術,および適用事例について述べた｡

今後,高度情報化社会に向かって,ここで述べ得なか

った施設管理,事務処理,経営管理など水道事業体を支

えるこれらシステムと,広域管理システムとの有機的糸‾さi

合,ネットワーク化が図られ,健全な水道事業体運営に

供されるものと考える｡

この論文が上水道の広域管理システムを検討するうえ

で,何らかの参考になれば幸いである｡
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